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はじめにはじめにはじめにはじめに 我々は、小型で高感度のリング光共振器

を用いたバイオセンサーを研究している[1]。感度お

よび温度安定性向上のために図1に提案する差動式リ

ング共振器バイオセンサーを提唱し、屈折率変化量と

出力のシミュレーションを行った。図2のように屈折

率変化量と出力の関係に直線部が確認された。一方、

リング間距離を変えて共振波長ばらつきを測定した

ところ共振波長ばらつきは0.2nm/mm(距離)であった。

リング間距離を100µmで設計すると共振波長ばらつ

きは0.02nmなので直線部に収められる。これらから動

作点を直線の中央に設定することでばらつきがあっ

ても検出感度を一定にできると考えられる[2]。 

実験結果、考察実験結果、考察実験結果、考察実験結果、考察 これまで試料液を直接ピペットで

垂らしてバイオセンシングを行ってい

た[3]。しかし位相シフタに試料液が接触

して位相が設計どおりシフトしない、リ

ングに流す検体と検出液が混ざること

が懸念される。対策として流路をMEMS

技術を用いて作製した。位相シフタ周辺

をSiO2で被覆させ試料液の接触を防ぐ。

次に厚膜レジストSU-8を露光して流路

を作製した。PDMSを被覆させチューブを接続することで試

料を流路に沿って流す (図3,4)。作製したサンプルによるバイ

オセンシング結果は当日発表する。 
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図 1 差動式バイオセンサー 

図 2 屈折率変化量と出力の関係 
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図 4 流路付加差動リングバイオセンサー

作製サンプルの光学顕微鏡写真 

図 3 流路付加差動リングバイオセンサー模式図 
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